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道路工事課長               山崎  茂 
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３．議題 

（１） シールドマシン支障物接触事象に関する対応について 

（２） 今後の対応について 
 

４．議事要旨 

・ シールドマシン掘進断面の前面の支障物撤去は完了しており、掘進の再開

に支障はないと考えられることを確認した。 

 

・ シールドマシンのビットは必要な交換を終え、掘進の再開に支障はないと考

えられることを確認した。一部、交換をしていないビットもあることから、

ビットの摩耗状況に留意し、掘進を進めること。 

 

・ 今後の掘進区間の地中障害物有無について、調査を徹底し、必要な対策をと

ること。 

 

・ 工事の再開にあたっては、シールドマシンが約２年弱にわたって掘進が中断

していたことも考慮して施工管理を行うこと。 

 

・ 更に、今後も施工管理を徹底し、地域の安心に繋がるよう安全第一に工事を

行うこと。 

以上 
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さかえ

横浜湘南道路（藤沢IC～栄IC・JCT） L=7.5km＜全体図＞

シールドマシン１号機 施工状況 シールドマシン２号機 施工状況

② 発進立坑地上設備(R1.6時点)①シールド坑内施工状況(R2.6時点) ④ 横浜坑口施工状況(R3.4時点)
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茅ヶ崎側
横浜側

③ 発進立坑地上設備内部(R1.6時点)

シールドマシン1号機 シールドマシン2号機

藤沢回転立坑
さかいがわひきじがわ

シールドマシン停止位置

※IC･JCT名は仮称を含む

横浜湘南道路 トンネル区間の状況について

321
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＜支障物(鋼材)接触から撤去埋め戻し完了までの主な経緯＞

令和元年１１月２０日 ２級河川境川（県管理）横断時、不具合が発生しシールドマシン掘進停止（藤沢市大鋸地先）

令和２年 １月１０日 現地ボーリング調査の結果、左岸側に支障物（鋼材）を確認

３月１６日 支障物（鋼材）の地上作業による撤去作業開始

４月２９日 支障物（鋼材）引き抜き作業完了。３本が破断しシールド掘進断面内の地中に残存した可能性

５月～８月 対策工法検討及び河川管理者との協議

９月 河川内での止水工及び地盤改良着手

１１月 ライナー立坑掘削着手

令和３年 １月 支障物（鋼材）撤去開始

４月１２日 支障物（鋼材）撤去完了（シールドマシン本体、交換式先行ビット、固定式ティースビット、固定式先行ビットの点検も合わせて実施）

５月２３日 ライナー立坑埋め戻し完了
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○河川区域内で予め確認できなかった地中に残されていた支障物（鋼材）に接
触し、令和元年11月よりシールドマシンが停止。

○支障物（鋼材）は、交差する施設管理者が所持する施設管理台帳に記録が
無く、予見出来ないものであった。

○工事に支障となった１３本の鋼材の引抜きを実施したが、３本が破断し地
中に残存。

＜発生した事象＞ ＜対応状況＞

シールドマシン
停止位置

至 茅ヶ崎

至 横浜

破断

＜位置図＞

支障物
（鋼材）

横
浜
側

約10m

右岸 左岸

境川

約19m

＜模式図＞

掘進方向
約13m

30m

茅
ヶ
崎
側

支障物（鋼材）と接触し、
シールドマシン停止

支障物（鋼材）の
一部が地中に残存

シールド
マシン

②地盤改良

①河川敷掘削
増水時

通常時

約
30
m

約3m

④支障物(鋼材)撤去

河川構台

○深さ約３０ｍのライナー立坑を設置して、残存した支障物（鋼材）を回収
し、シールドマシン面盤前に無いことを確認。

○ライナー立坑埋め戻し作業を５月２３日までに完了し、現在シールドマシ
ンの掘進の再開に向けた準備中。

地中内の支障物(鋼材）状況

＜横断図イメージ＞

ライナー立坑設置状況

＜現地施工状況＞

②地盤改良

露出したシールドマシンの一部

立坑内からマシンを水平方向へ撮影

撮影箇所

（１）発生事象と対応状況について

（主にチャンバ内・
面盤前で発見）

１．シールドマシン支障物（鋼材）接触事象に関する対応について

③ライナー立抗掘削
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■状況写真

チャンバ内支障物(鋼材)状況

面盤前支障物(鋼材)状況

撤去した支障物（鋼材）

の一部

約９割撤去完了

○ライナー立坑による掘削とチャンバ内の掘削が完了したことにより、地中に残存していた支障物（鋼材）約９割撤去完了。

○支障物（鋼材）はライナー立坑内には無く、主にチャンバ内と面盤前で回収。

○シールドマシン面盤の下端は硬質地盤であり、支障物（鋼材）がめり込んでいないことをチャンバ内より確認。

○掘進断面の前面には支障物（鋼材）が残存していないことを確認。

（残る約１割の支障物（鋼材）は、シールドマシン掘削外に存在すると推測）

■断面図（イメージ）

チャンバ内掘削完了
チャンバ内及び面盤前の支障物（鋼材）回収完了済み

ラ
イ
ナ
ー
立
坑

ライナー立坑掘削完了
立坑内には支障物なし

上流側下流側

上総層群上部層第1泥岩層
N=190

凡例
支障物

（２）支障物（鋼材）撤去状況について

埋め戻し完了

■側面図（イメージ）
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ー
立
坑

11370

2
9
8
5
0

沖積粘性土層
N=3

沖積層砂礫層
N=59

相模層粘性土層
N=34

2
9
8
5
0

１．シールドマシン支障物（鋼材）接触事象に関する対応について

シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン

チ
ャ
ン
バ
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○シールドマシン本体、各設備の作動確認や保守点検を行い、掘進の再開に支障が無いことを確認済み。

○カッタビット（刃）については、

①地山の掘削を担う交換式先行ビットは、損傷したものを全て交換済み。

②土砂をシールドマシン内に取り込む固定式ティースビットは、損傷はあるものの土砂取り込みは可能。

③交換式先行ビットのバックアップを担う固定式先行ビットは、交換式先行ビットが健全な状態であるため、当面の掘削については

問題無し（ただし、回転立坑等で再度点検を実施し、必要に応じ交換作業を実施）

先端の欠けた固定式ティースビット

摩耗した固定式先行ビット

先端の欠けた交換式先行ビット

固定式先行ビット

固定式ティースビット

交換式先行ビット

（３）シールドマシン点検結果について

１．シールドマシン支障物（鋼材）接触事象に関する対応について
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１．シールドマシン支障物（鋼材）接触事象に関する対応について

5

破損したカッタビットの一部健全なカッタビット（掘進前）

頭部が折損した状況

先端が欠けた状況

地中から撤去した鋼材の一部

台座が変形し、ビットが脱落した状況

鋼材片 L=3.6m

鋼材片 L=2.1m

鋼材片 L=1.0m

小さな鋼材片

小さな鋼材片

（１）発生事象と対応状況について（参考） （３）シールドマシン点検結果について（参考）



（１）シールドマシンの長期間停止後の掘進再開について

＜論点１＞

○支障物（鋼材）特定・撤去に時間を要したため、シールドマシンが約２年弱にわたり地中待機することとなった。

○長期掘進停止に伴うカッタ回転への影響、周囲の地盤拘束によるシールドマシンの推進への影響、掘進設備、添加材の選定、配合、
注入率等への対応が必要。

＜対応方針等＞

○長期掘進停止中のシールドマシン、坑内設備、立坑設備、地上設備等の
主要な20項目については、毎月1回のグリスアップ、作動確認等を「工事
中止期間中の工事現場の維持・管理に関する基本計画書」に基づいて工
事受注者が実施。

○作動確認にカッタ回転を伴う排土スクリュー、シールドジャッキ、中折
れジャッキ等については、掘進の再開直前に点検を実施する。

○シールドマシン内からスキンプレート外周部への滑剤注入。
○令和３年５月７日にカッタ試験回転を実施するなど、異常が無かった
ことを確認。

２．今後の対応について
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対策１
シールド機外周部への滑剤注入

滑剤の注入

カッタ試験回転の実施

シールドジャッキ点検状況

エレクター点検状況



２．今後の対応について

（２）支障物対応について

＜論点２＞

○シールドトンネル掘進に影響がある地中障害物については事前調査や撤去工事を行ってきたが、今回接触した支障物（鋼材）は、

交差する施設管理者が所持する施設管理台帳に記録が無く予見出来ないものであった。

○掘削時の異常を速やかに検知するため、多段式摩耗検知ビット、
油圧式摩耗検知ビットの配置（設置済）

○今後のトンネル掘進区間において、上り線の回転立坑までは支障
物がないことを確認している。引き続き、他区間のトンネル掘進
に影響を与えない様、必要な処置を実施する。

（例）境川右岸で実施した調査

◎調査結果：作業仮設構台残置杭は確認されない。

ビット摩耗計測（可視化）

藤沢IC

栄IC・JCT

関谷換気所

城南換気所
白旗川

発進立坑

城神明橋
たてしんめい

阿久和鎌倉線

滝の川

Φ1500下水管

戸塚茅ヶ崎線

国道467号

境川

白旗川
旧白旗川

小田急江ノ島線

Φ1800送水管

引地川

藤沢厚木線
城南交差点

藤沢厚木線
横須賀市水道管

＜参考 トンネルと交差する施設の位置＞

＜対応方針等＞

茅ヶ崎側

横浜側

凡例

多段式摩耗検知ビット 3箇所

油圧式摩耗検知ビット 5箇所

■装備している摩耗検知ビットの事例
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磁気検層

右岸

ボアホールレーダー

＜測定結果＞

・ボアホールレーダー探査 ： 電磁波を利用した探査で、地下埋設物の杭配列を確認。
・磁気検層探査 ： 磁気を利用した探査で、地下埋設物の杭長を確認。



＜論点３＞

○シールドマシンの掘進の再開にあたり、今後の施工管理（土圧管理、塑性流動性等の管理）を確認。

写真．添加材 材料配合試験の例

茅ヶ崎側 横浜側

＜参考 地質縦断図＞

引地川

境川

小田急線
旧白旗川

関谷換気所

城南換気所

写真及び図.容積管理型計測装置（バルクスキャン）

○適正な掘削土量管理のため、掘進中の排出土砂重量、および体積をベルトスケールおよびバルクスキャンにより連続的に
計測し、リアルタイムで排土量の過不足をチェックする。

〇排土重量および体積は、土質により適正値が変化するため、体積、重量データの両側面から異変を早期に捕捉する。

容積管理型計測装置
（バルクスキャン）

○掘削土砂の止水性・流動性確保のため、土質毎に添加材
の配合試験を行い、最適な配合、注入率等を把握する。

２．今後の対応について

（３）今後の施工管理について

＜対応方針等＞
○施工管理を徹底し、安全第一にシールドマシンの掘進を行う。

１）土質に適合した土圧管理

２）掘削土砂の止水性・塑性流動性の管理・排土の管理

参考 施工管理（例）

○土質構成毎の土圧管理の検討を行う

図．チャンバ内の塑性流動状態の可視化の例
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